
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組は6月10日、夏季手当について「2.3カ月」で妥結しました。 

ＪＲ東労組は、「会社回答に納得ができない」という組合員の声を受けて、

「2022年度夏季手当等に関する緊急申し入れ」をおこない、回答書に現れた会

社姿勢に対して、中央本部に届いた 7,400 件以上の組合員や離脱者、未加入者

から届いた切実な思いを会社に訴えてきました。 

その結果、会社からは「2.3 カ月の回答は、職場の努力が足りなかった訳では

なく赤字が原因であること。黒字実現後の期末手当についてコロナ前の水準に戻

すべきとの主張は否定しない。離職者防止に取り組むことや会社も常に危機感を

持っている」との、組合員の声を受け止める姿勢を引き出したことから、妥結し

ました！ 
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